
第
二
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

第
三
十
五
条
の
三
の
二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
三
の
二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助

事
業
者
」
と
い
う
。）又
は
障
害
児
に
対
す
る
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
短
期
入
所
を
行
う
も
の
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事

業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
認
定

等
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。）

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

第
三
十
六
条
の
三

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
対
象
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実

施
を
解
除
さ
れ
た
者
に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三

法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
対

象
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
自
立
生
活
援
助
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
解
除
さ
れ
た
者
に
つ
き
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
四

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
の
利
用
者
（
児
童
自
立
生
活
援

助
事
業
を
行
う
住
居
等
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
」
と
い
う
。）に
入
居
し
て
い
る
者
（
以
下
「
入

居
者
」
と
い
う
。）及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
解
除
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
受
け

る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
、
就
業
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
適
性
に
応
じ
た
職
場
の
開
拓
、
就
職
後
に

お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
四

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
者
」と
い
う
。）は
、

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
の
利
用
者
（
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
住
居
等
（
以
下
「
児
童
自
立
生
活
援

助
事
業
所
」
と
い
う
。）に
入
居
し
て
い
る
者
（
以
下
「
入
居
者
」
と
い
う
。）及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施

を
解
除
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
受
け
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
、
就
業
に
関
す

る
相
談
、
そ
の
適
性
に
応
じ
た
職
場
の
開
拓
、
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
指
導
そ
の

他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇

略
﹈

﹇

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ

る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一
時
保
護
委
託
者
の
登
録
等
に
関
す
る
基
準

（
趣
旨
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
時
保
護
委
託
者
登
録
等
基
準
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
第
二
項
（
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
護
に
直

接
従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

二

法
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
二
条
第
二
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
（
入
所
し
て

い
る
児
童
の
居
室
及
び
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
一
時
保
護
委
託
者
（
以
下
「
登
録
一
時
保
護
委
託
者
」
と
い
う
。）が
一
時
保
護
を
行
う
施
設
（
以
下
「
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
」
と
い
う
。）に
特
有
の
設
備
に
係
る
部

分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
基
準

三

法
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十

条
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
基
準

四

法
第
三
十
四
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基
準

こ
の
府
令
に
定
め
る
基
準
の
う
ち
、
前
三
号
に
定
め
る
規

定
に
よ
る
基
準
以
外
の
も
の

２

一
時
保
護
委
託
者
登
録
等
基
準
は
、
登
録
一
時
保
護
委
託
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
明
る
く
て
、
衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員
（
児
童
相
談
所
長
及
び
登
録
一
時
保
護
委
託
者

の
管
理
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
支
援
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
し
て
、
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
と
す
る
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
一
時
保
護
委
託
者
登
録
等
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。


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